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は じ め に 

 
子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、

創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠

くことのできない大切なものです。  

近年、テレビ、ＣＤ、ＤＶＤ、インターネット、ゲームなどさまざまな情

報メディアの著しい発達・普及による多様かつ大量の刺激的な情報の氾濫や

子どもを取り巻く生活環境の変化、さらには幼児期からの読書週間の未形成

により、子どもの「読書離れ」や「活字離れ」が懸念されています。 

また、平成２２年に公表された「ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査」では、平

成１９年度に比べ子どもたちの読解力の向上したものの、課題であることに変

わりはない状況です。  

 このような状況の中で、本市図書館においてもこれまで子どもの読書活動の

推進に関するさまざまな取り組みを行ってきました。しかし、依然として、子

どもの読書離れや活字離れの問題が解決されていない状況にあります。  

 そこで、子どもがいつでもどこでも自主的に読書をすることができる環境の

整備を行い、子どもの読書活動を推進していくため、本市における子どもの読

書活動の推進となる基本的な方針やより具体的な取り組みについてまとめた豊

川市子ども読書活動推進計画を策定するものです。  
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子どもの「読書離れ」「活字離れ」への懸念 

子ども読書活動の推進に関する法律の制定 
（平成１３年１２月） 

子どもの読書活動の推進

に関する基本的な計画

（第一次） 

（平成 14 年 8 月 2 日閣議

決定） 

子どもの読書活動の推進に関

する基本的な計画（第二次） 

（平成２０年３月１１日閣議決

定） 

愛知県子どもの読書活動

の推進に関する基本的な

計画（第一次） 

（平成１６年３月） 

愛知県子どもの読書活動

の推進に関する基本的な

計画（第二次） 

（平成２１年９月） 

１ 計画策定の背景 

 

 【国と県の動向イメージ図】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国の状況】 【県の状況】 
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⑴ 国の動向  

   国は、平成１３年１２月に子どもの読書活動を推進し、子どもの健や

かな成長に資するため「子どもの読書活動の推進に関する法律」を制定し、

子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、国及び地方公共団体の

責務等を明らかにするとともに、国が「子どもの読書活動の推進に関する

基本的な計画」を策定・公表すること、４月２３日を「子ども読書の日」

とすること等を定めることにより、施策の総合的かつ計画的な推進を図っ

ています。  

そうした中で、国は、平成１４年８月に「子ども読書活動の推進に関す

る基本的な計画（第１次）」を策定しました。その後、平成１７年７月に文

字・活字文化振興法を施行し、平成１９年１月に平成１９年から平成２３

年までの施策として新学校図書館図書整備五か年計画を策定した後、平成

２０年３月には、第１次計画の成果や課題、諸情勢の変化等を踏まえ、「子

ども読書活動の推進に関する基本的な計画（第２次）」を策定し、概ね５年

間にわたる施策の基本的方針と具体的な方策を明らかにしています。  

 

 ⑵ 県の動向  

   愛知県においては、平成１６年３月「愛知県子ども読書活動推進計画」

を策定し、県内における総合的かつ計画的な施策を実施しました。その５

年後の平成２０年３月には、国の「子ども読書活動の推進に関する基本的

な計画（第２次）」を踏まえながら、「愛知県子ども読書活動推進計画（第

２次）」を策定し、概ね５年間にわたる新たな施策の基本方向と具体的な方

策を明らかにしています。  

  

 

 

 

 

 

 



- 8 - 
 

⑶ 本市の現状  

 

 

 

   子どもの読書活動の状況 

年齢を重ねるにつれ、読書離れが懸念される。  
（図表１・図表２・図表３）  

   学校図書館における読書活動の状況 

中学生・高校生は、学校図書館をほとんど活用していない。  
（図表８）  

   図書館等の市の施設の活用状況 

年齢を重ねるにつれ、読書よりも勉強の場として図書館を利 

用している。  
（図表１６）  

    保護者の読書活動と子どもの読書活動に対する考え方 

保護者は、子どもと比較して読書を行っていないが、子ども 

に対しては読書を行ってほしいと考えている。  
（図表２６）  

※「子ども読書に関するアンケート」（平成２２年７月実施）より  
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【図表１】 

【図表３】 

【図表２】 

 今回の「豊川市子ども読書活動推

進計画」の策定に当たり、豊川市の

子どもたちが本とどのように接して

いるかを把握するため、小学校の４

年生から６年生、中学生、高校生及

び保育園又は小学校に通っている子

どもを持っている保護者を対象とし、

読書活動に関するアンケートを実施

しました。その中の調査項目におい

て、「児童・生徒の読書習慣」（図表

１）、「児童・生徒の１か月の読書冊

数」（図表２）及び「児童・生徒の読

書頻度」（図表３）について次のよう

な結果がでました。  

 読書が「あまり好きではない」又

は「きらい」と答えた子どもは、全

体の約１５％であり、この結果だけ

を見た場合、読書離れを懸念する状

況には至っていないと思われました。

しかし、その結果内容を詳しく分析

していくと、小学生、中学生、高校

生ともに本を読むことを「あまり好

きではない」又は「きらい」と回答

した子どもは全体の２０％未満です

が、１か月の読書の冊数を見てみる

と、「ほとんど読まない」と回答した

小学生が１０．２％、中学生が１９．

７％であるのに対し、高校生が５

３％です。また、本を読むと回答し

た子どもの中でも、読書の頻度につ  
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いて、「年に数回」と回答した小学生が３．８％、中学生が４．６％であるの

に対し、２５．２％の高校生が年に数回しか本を読んでいないという結果が

出ました。  

本市においては、これまで、図書館をはじめ、関係諸機関で本の読み聞か

せやおはなし会などを実施するなど、さまざまな取り組みを行ってきました。

しかし、本市の子どもの読書活動の推進に関する方針やそれらの取り組みを

取りまとめた計画の策定には至っておらず、  

平成１８年２月１日に宝飯郡一宮町と、平成２０年

１月１５日に宝飯郡音羽町及び御津町と、そして平成

２２年２月１日に宝飯郡小坂井町と、４町との３度の

合併を終え、これを機に、国や県の子ども読書活動の

推進状況などを踏まえ、豊川市子ども読書活動推進計

画を策定するものです。  

 

２ 計画の位置づけ 

  本計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第２項の規定に

基づく計画であり、本市における子どもの読書活動の推進に関する施策の方

向性や基本的な取り組みを示すものです。  

 

『子ども読書活動の推進に関する法律』第９条第２項 

  市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進

計画が策定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県

子ども読書活動推進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子

どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読

書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動

推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 
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３ 計画期間 

  本計画の計画期間は、平成２３年度から平成２７年度までの５年間としま

す。なお、必要に応じて、その見直しや修正を加えます。  

 

４ 計画の対象 

本計画で対象とする子どもは、０歳から１８歳までの年齢とします。なお、

子どもの読書活動の推進に関わる保護者をはじめ、市民ボランティア、行政

関係者も対象としています。  

 

５ 計画策定の方法 

  本計画の策定においては、有識者及び関係諸機関の代表者や市民代表者、

行政関係者によって構成する「豊川市子ども読書活動推進計画策定委員会」

において、総合的な見地から本計画の内容を検討しています。  

 

６ 計画の体系図 

この計画の体系図は、次ページのとおりです。  
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読書で心豊かに生きよう!! 

  豊川市のすべての子どもが、あらゆる機会とあらゆる場所において、自主

的に読書を行うことができるよう、家庭、地域、学校、図書館等が連携しな

がら子どもの読書活動を推進し、市民全体が読書に親しみ、子どもが読書を

とおして心を豊にしながら生きる力を身に付けることができるような環境

の整備や施策の推進に努めます。  

  この基本計画では、子どもの読書環境が充実することによって、読書が子

どもにとって本当に自由で楽しく豊かなものとなるよう、「読書で心豊か

に生きよう!!」という基本理念を定め、子どもの明るい未来につながる

ことを期待し、さまざまな取り組みを行っていきます。  
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   家庭、地域、学校における子どもの読書活動の推進 
 

子どもが自主的に読書を行うためには、家庭、

地域、学校等を通じた社会全体での取り組みが必

要です。  

豊川市は、家庭、地域、学校などの関係機関、

民間団体、事業者等がそれぞれ相互に連携・協力

して子どもの自主的な読書活動の推進を図ってい

くよう、社会全体で取り組みます。  

  

 

 

 

      子どもの読書環境の整備・充実 
 

  子どもが心身ともに健やかに成長することは、保護者の願いであり、健

全育成を図ることは社会全体の責務でもあります。  

豊川市は、子どもが自主的に本に親しみ、生涯にわたる読書習慣を身に

つけることができるよう、乳幼児期、少年期、思春期、青年期とそれぞれ

の成長過程で読書の楽しさを知ることのできる機会の充実に努めます。  

また、豊富で多様な図書資料の整備を行うとともに、本と出会い読書を

楽しむことのできる環境（場所）の提供を行います。  
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     子どもの読書活動に関する理解と関心の普及 
 

子どもは、大人から昔話を聞いたり、読書をする大人の姿を見て、読書

の意欲を高めていきます。子どもが自主的に読書を行うためには、保護者

をはじめとする市民一人ひとりが子どもの読書活

動の意義や重要性について、理解と関心を高めな

ければなりません。  

豊川市は、子どもの読書活動を推進するために

社会的機運を高めるとともに、その意義や重要性

について普及・啓発事業を積極的に取り組みます。 

    

 

      子どもの読書活動推進体制の整備・充実 

 

  子どもの豊かな読書経験の機会を充実していくた

めには、子どもの知的活動を増進し、多様な興味・

関心に応える魅力的な図書資料を整備・充実させて

いかなければなりません。  

   豊川市は、子ども自身が読書の楽しさを知るきっ

かけを作り、子どもが興味を持ち、本当の感動に触

れる機会を身近に整えるように努めます。  
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 基本理念に従い、基本目標の実現に向けた取り組みを展開するに当たって、

進捗状況や効果を把握するために次のとおり成果指標と達成目標を設定します。 

 

  子どもが読書に対して前向きな考え方を持ち、自主的な読書活動が進むよ

う、「読書好き」な子どもの割合を指標として定めます。  

 平成２２年度  平成２７年度  

全 体  ５９．３％   ━  ％  

小学生  ６０．４％  ６５．０％  

中学生  ５８．２％  ６３．０％  

高校生  ４７．０％  ５２．０％  

園 児  ８７．８％  ９２．０％  

 

 

 

 

 

  多くの子どもが読書に対して親しみを持ち、読書の習慣が定着するよう、

１か月にほとんど読書をしない子どもの割合を指標として定めます。  

 平成２２年度  平成２７年度  

全 体  ２３．３％   ━  ％  

小学生  １０．２％     ０％  

中学生  １９．７％  １５．０％  

高校生  ５３．０％  ５０．０％  

園 児  ２１．４％  １６．０％  

 

 

 

 

※ 園児の割合は、保護者の目

から見た場合の割合を示し

ています。  

※ 園児の割合は、保護者の目

から見た場合の割合を示し

ています。  
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  子どもが読書をするきっかけづくりとして、本の読み聞かせをする保護者

の割合を指標として定めます。  

 平成２２年度  平成２７年度  

毎日～  

週１回以上  
５９．９％  ６５．０％  

読み聞かせを行わ

ない～月に数回  
４０．１％  ３５．０％  

 

 

 

 

 

 

 

  子どもの読書活動が全体の数量として、どのように増大したかを確認する

ため、児童書及びティーンズの貸出冊数を指標として定めます。  

 平成２１年度実績  平成２７年度  

全   体  ３９３，８２２冊  ４３３，２０４冊  

児 童 書  ３８７，６７１冊  ４２６，４３８冊  

ティーンズ    ６，１５１冊    ６，７６６冊  
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豊川市では、子どもの読書活動を具体的に推進していく

ために、４つの基本目標に沿ってそれぞれの取り組みを

行います。  
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       家庭、地域、学校における子どもの読書活動の推進 

 

 

【社会全体での取り組みイメージ】  
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図書館における子どもの読書活動の推進  

 図書館は、子どもにとっては、自分の読みたい本を豊富な図書の中から自由

に選択し、読書の楽しみを知ることのできる場所であり、また保護者にとって

は、自分の子どもに与えたい本を選択したり、子どもの読書について相談する

ことのできる場所です。  

 また、読み聞かせやおはなしの会の実施、子どもに薦めたい図書の展示会の

開催や保護者を対象とした読み聞かせや本の選び方・考え方の指導等、子ども

の読書活動を推進するために取り組んでいきます。  

 図書館検定の実施 

 図書館に来館した回数や貸出冊数、その他図書館や読書に関する問題の回答

などを検定の項目とした図書館検定（仮称）を実施し、図書館や読書に関する

興味・関心を抱いていただく環境の整備や図書館に来館するきっかけを提供し

ます。  

学校等における子どもの読書活動の推進  

 幼稚園や保育園、学校等における図書室は、子どもの主体的、意欲的な読書

習慣を培う場として、従来から重要な役割を担ってきています。  

 そうした中で、計画的、継続的に子どもの読書活動が推進されることは、子

どもの読書に対する意欲の向上や、読書習慣の確立、さらには、言語活動の充

実のためにもとても大切なことです。  

 そのため、幼稚園や保育園、学校等においては、ＰＴＡ等の

協力も得ながら、子どもが園や学校でも読書の時間を楽しみ、

本に触れる機会が充実するような取り組みを進めていきます。  

 マイブックプロジェクトの実施 

 子どもに一定金額の本市特製の図書カードを配布し、子どもが読みたいと思

う本『マイブック』を自ら書店で購入します。まず本人が読み、その後は紹介

メッセージを付けて級友や他のクラスの子どもへ、次年度には他の学年の子ど

もへと、次々に読者を増やし、子どもが読みたいと思う本の整備を行うととも

に本を買うことの楽しみや読書への興味を抱かせる取り組みを行います。  
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 朝読の推進 

 朝授業が始まる前の時間を利用して、子どもたちが読みたい本を読むことに

より、読書を習慣づけていきます。  

 読書啓発の実施 

 読書週間等を設け、子どもに図書を紹介したり、子どもの間で図書に対する

情報交換を行うなどの取り組みを行います。  

家庭における子どもの読書活動の推進  

子どもが自主的に読書を行うためには、乳幼児期から読書に親しむことがで

きる環境づくりに配慮することが必要です。  

家庭は、生活の場の基本であり、子どもが日常生活を過ごす中で、自然に本

を親しむことができる環境をつくることが重要です。  

 保護者が子どもの成長にあわせて読み聞かせをしたり、子どもと一緒に本を

読んだりするためのきっかけとなるよう、子ども向け良書の紹介や「家族で読

書」運動などに取り組んでいきます。  

 うち読の推進 ～母と子の１０分館～ 

 家庭において、読み聞かせをしたり、子どもと一緒

に本を読むなど工夫して子どもが読書と出会うきっか

けを作るとともに、「家族で読書の時間」を設けるなど

して子どもに読書の習慣付けを図ります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書のきっかけが『家

族』の割合が、４０％を

占めています。  
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地域における子どもの読書活動の推進  

 子どもの読書活動を推進するためには、子どもの身近なところで本と親しむ

ことができる環境をつくることが重要です。  

 このため、地域における子どもの読書活動の推進の中核を担う豊川市図書館

や生涯学習会館図書室、公民館において、子どもが本と出会い親しむことがで

き、気軽に相談できる場所となるような環境の整備や、読書活動の普及・啓発

に努めていきます。  

 ブックスタートの推進 

 ４か月健診児健康診査の待ち時間を利用して、ボランティ

アによる絵本の読み聞かせやアドバイスを行い、ブックスタ

ートパック（２冊の絵本から、１冊を選択）を渡すなど、子

どもたちが読書と出会うきっかけを作るとともに、親子で読

み聞かせの習慣づけを図り、子どもたちに絵本への関心や興

味を広げていきます。  

 ２歳児歯科健康診査時の読書活動の普及・啓発 

 ２歳児歯科健康診査の待ち時間にボランティア（子育てネットワーカー）に

よる絵本の読み聞かせ、手遊び等子どもたちが絵本に触れ合う機会の提供を行

っていきます。  

 乳幼児健康診査（１歳６か月・２歳・３歳児健康診査） 

 乳幼児健康診査（１歳６か月・２歳・３歳児健康診査）における待合ホール

に絵本を設置することで、絵本に触れ合う機会を提供します。  

 読み聞かせ教室事業 

 乳幼児から小学生までとその保護者を対象に公民館、児童館などで絵本の読

み聞かせや紙芝居、エプロンシアターなどを行います。  
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          子どもの読書環境の整備・充実 

 

図書館における子どもの読書環境の整備  

図書館は、地域における子どもの読書活動を推進させるために積極的な役割

を果たせるよう、さまざまな読書環境の整備に取り組みます。  

ティーンズコーナーの充実 

中・高校生の幅広い要求に応え、既設のティーンズコ

ーナーの充実を図ります。書架の配置や構成を工夫し、

新しい情報を積極的に取り入れ、時代感覚に敏感なヤン

グアダルト世代が興味や関心を持つ図書の収集に力を入

れるとともにテーマ展示を行う等の取り組みを行います。 

児童・生徒サービスの実施 

小学校から高校までの調べ学習に必要な資料の収集や総合学習における適

性綱対応、図書館の見学サービスを実施します。  

 乳幼児サービスの実施 

 ブックスタートから次にステップアップするための講座「絵本で子育て楽し

みませんか」を開催します。４か月から１２か月までの赤ちゃんとその親を対

象とした、絵本を使って親子のコミュニケーショを図る講座を開催することに

より、乳幼児から本に親しめる環境を提供します。  

障害のある子どもへの読書環境の整備 

施設整備面での配慮をするとともに点字絵本、さわる絵本、ＬＬブックなど、

障害のある子どもに適した図書を積極的に収集するとともに、図書館に行くこ

とのできない身体障害者に対する郵送貸出の充実を図るなど、児童・生徒の状

況に応じた必要な支援を行います。  

外国語図書の収集 

市内在住の外国人児童生徒や帰国児童・生徒のための外国語の絵本や児童書、

英文多読図書等の充実を図ります。  
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学校における子どもの読書環境の整備  

 学校図書館は、こどもの自由な読書活動や読書指導の場

として、さらには想像力を培い学習に対する興味・関心等

を抱かせる豊かな心を育む場となるよう読書環境の整備に

取り組みます。  

 学校図書館の図書のデータベース化 

 学校図書館に所蔵されている図書のデータベース化を図ることにより、子ど

もが学校図書館で図書の検索を行える環境を整備します。 

 学校図書館のネットワーク化 

 学校図書館の図書について、中央図書館等とネットワ

ーク化を図ることにより、自校の学校図書館のみならず、

地域全体での蔵書の相互検索や共同利用を行います。  

 学校図書館の図書の充実 

 学校図書館の図書の充実を図り、子どもが学校の図書室を活用したくなるよ

うな環境の整備に努めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１／３以上の子どもが、学校

の図書室の図書の整備に不満

を持っています。  
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保育園・幼稚園等における子どもの読書環境の整備  

 保育園・幼稚園は、子どもが絵本等に触れ合い親しむ

機会を確保する観点から、安心して図書に触れられるよ

うなスペースを確保するとともに、発達段階に応じた図

書の選定など、読書環境の整備に取り組みます。  

おやこ文庫の実施 

保育園・幼稚園へ、子ども用の図書や紙芝居等を貸し出し、図書が常に子ど

もの身近にある環境の整備に努めます。  

地域における子どもの読書環境の整備  

児童館・児童クラブ・公民館・市民館等への団体貸出・読み聞かせ 

 子どもが学校以外で集まる場所に図書の貸し出しを行い、できるだけ多くの

場所で読書ができるような環境の整備に努めます。  
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     子どもの読書活動に関する理解と関心の普及 

 

 図書館等利用案内の作成・配布 

 子ども向けの図書の新着本や推薦図書の紹介、イベントの開催などを図書館

等の利用案内として作成し、保育園、学校等に配布するとともに図書館のホー

ムページへ掲載し、子どもの読書活動に対する関心を高めます。  

 児童図書等の展示 

 日本絵本賞をはじめとする前年度に児童の図書に関する賞を受賞した児童書

を展示するなど、子どもに読書に対する関心の普及に取り組みます。  

  子どもの読書に関する行事の実施 

 子どもの読書活動に関する講演会や読み聞かせ、ブックスタートなどのボラ

ンティア養成講座を実施するとともに子ども向け手作り絵本講座を行うことに

より、本を大切に思う気持ちを育みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読書週間の行事の充実 

 ４月２３日の子ども読書の日を中心に展開される子どもの読

書週間と１０月２７日の文字・文化活字文化の日を中心に展開

される秋の読書習慣に、その間に子どもの読書活動の推進を目

的とした行事の充実を図ります。  

ボランティア講座の

認知度が非常に低い。 
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    子どもの読書活動推進体制の整備・充実 

  

司書教諭・学校図書館司書との連携、情報交換 

 図書館司書と司書教諭・学校図書館司書とが連携を図ることにより、子ども

の読書活動の推進に関する情報交換や、新着本、推薦図書等の情報提供を行い

ます。  

 中学校・高校職場体験学習の実施 

 中学生又は高校生が図書館業務を体験することで、図書館司書という職業を

理解するとともに図書館業務に関する理解と図書に対する関心を持ってもらう

ことにより、子どもの読書活動の推進体制の充実を図ります。  

 児童図書の担当職員の育成 

 児童図書の担当職員を育成し、子どもの読書活動を推進するための調査・研

究に取り組みます。  

 巡回司書の充実 

 子どもが図書館だけではなく学校などで司書とコミュニケーションが図られ

るよう、現在実施している巡回司書の取り組みを充実させていきます。  

 図書館ボランティアによる「おはなし会」の実施 

 図書館に登録しているボランティアによる絵本や紙芝居の読み聞かせやエプ

ロンシアターなどを実施し、いつでもお話が聞ける環境を作ります。  

  かみしばい会  

  よんでよんでの会  

おはなしポケット  

おやこおはなしの会  

絵本となかよしの会  

おはなしのとびら  

すみれ絵本の会  

おはなしやさん  

はっぴーたいむ  
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豊川市では、子どもの読書活動を具体的に推進していく

ために、４つの基本目標に沿って定めた取り組みについ

て、その目的、事業内容、成果、課題・問題点、今後の

取り組みの評価をすることにより、取り組みの進捗状況

や問題点、課題等を把握し、見直しを図っていきます。 
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取り組み別評価シート 

基本目標１：家庭、地域、学校における子どもの読書活動の推進 

１ 図書館検定の実施 

目  的  図書館や読書に関する興味・関心を抱いていただく環境の

整備や図書館に来館するきっかけを提供する。  

事業内容  図書館に来館した回数や貸出冊数、その他図書館や読書に

関する問題の回答などを検定の項目とした図書館検定（仮

称）を実施する。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

検定の運用（検定内容や検定方法）をどのように実施する

ことが望ましいか検討が必要である。  

今  後  の  

取り組み  

■新規 □拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

図書館検定の運用等の検討  

２ マイブックプロジェクトの推進 

目  的  子どもが読みたいと思う本の整備を行うとともに本を買う

ことの楽しみや読書への興味を抱かせる  

事業内容  子どもに一定金額の本市特製の図書カードを配布し、子ど

もが読みたいと思う本『マイブック』を自ら書店で購入す

る。その本を級友や他のクラスの子どもへ、次年度には他

の学年の子どもへと引き渡し、次々に読者を増やす。  

担  当  課  教育委員会中央図書館・教育委員会庶務課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

マイブックプロジェクトの対象や運用面での検討が必要で

ある。また、予算措置の問題が発生する。  

今  後  の  

取り組み  

■新規 □拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

現在取り組みを行っている学校と内容について検討を行

う。  
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３ 朝読の推進 

目  的  子どもが読書する習慣をつける。  

事業内容  朝授業が始まる前の時間を利用して、子どもたちが読みた

い本を読む朝読の推進を図る。  

担  当  課  教育委員会中央図書館・教育委員会学校教育課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

各学校の環境により、取り組みが難しい場合が発生する。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

各学校等に朝読の協力と理解を求める。  

 

 

 

 

 

４ 読書啓発の実施 

目  的  子どもが読書する習慣をつける。  

事業内容  読書週間等を設け、子どもに図書の紹介をしたり、子ども

の間で図書に対する情報交換を行うなったりするどの取り

組みを行う。  

担  当  課  教育委員会中央図書館・教育委員会学校教育課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

各学校の環境により、取り組みが難しい場合が発生する。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

各学校等に読書週間を設けるなど、読書を啓発していただ

くように協力と理解を求める。  
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５ うち読の推進 

目  的  子どもが読書と出会うきっかけを作るとともに、子どもに

読書の習慣付けを図る。  

事業内容  「家族で読書の時間」を設けるなど、家庭において、読み

聞かせをしたり、子どもと一緒に本を読むなどの子どもの

読書活動の推進を図る。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

家読（うちどく）は強制できないため、どのようにして浸

透させていくか。また、取り組み成果が把握しにくい。  

今  後  の  

取り組み  

■新規 □拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

家読を子どものいる家庭に浸透させるための周知方法やイ

ベントの検討を行う。  

 

 

６ ブックスタート 

目  的  子どもたちが読書と出会うきっかけを作るとともに、親子

で読み聞かせの習慣づけを図る。  

事業内容  ４か月児健康診査の待ち時間を利用して、ボランティアに

よる絵本の読み聞かせやアドバイスを行い、ブックスター

トパック（２冊の絵本から、１冊を選択）を渡すなど、子

どもたちが身近に本を楽しめるように工夫する。  

担  当  課  健康福祉部子ども課・健康福祉部保健センター  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

ブックスタート読み聞かせボランティアの確保  

検診に来られない方への対応  

今  後  の  

取り組み  

□新規 □拡充 ■継続 □見直 □廃止（完了）  

親子で本に触れ合える機会を増やす。  
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７ ２歳児歯科健康診査時の読書活動の普及・啓発 

目  的  子どもたちが絵本に触れ合う機会を提供する。  

事業内容  ２歳児歯科健康診査の待ち時間にボランティア（子育てネ

ットワーカー）による絵本の読み聞かせ、手遊び等を行う。 

担  当  課  健康福祉部子ども課・健康福祉部保健センター  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

検診に来られない方への対応  

ボランティア（子育てネットワーカー）の養成  

今  後  の  

取り組み  

□新規 □拡充 ■継続 □見直 □廃止（完了）  

絵本に触れ合う機会を増やす。  

 

 

 

 

８ 乳幼児健康診査（１歳６か月・２歳・３歳児健康診査） 

目  的  子どもたちが絵本に触れ合う機会を提供する。  

事業内容  乳幼児健康診査（１歳６か月・２歳・３歳児健康診査）に

おける待合ホールに絵本を設置する。  

担  当  課  健康福祉部保健センター  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

絵本の設置場所、利用の仕方を検討する必要がある。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 □拡充 ■継続 □見直 □廃止（完了）  

絵本に触れ合う機会を増やす。  
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９ 読み聞かせ教室事業 

目  的  子どもたちが身近に本を楽しめるようにする。  

事業内容  地域の読み聞かせボランティアが、乳幼児から小学生まで

とその保護者を対象に公民館、児童館などで絵本の読み聞

かせや紙芝居、エプロンシアターなどを行う。  

担  当  課  健康福祉部子ども課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

読み聞かせボランティアの養成、人員確保等  

今  後  の  

取り組み  

□新規 □拡充 ■継続 □見直 □廃止（完了）  

定期的な読み聞かせの実施  
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取り組み別評価シート 

基本目標２：子どもの読書環境の整備・充実 

１ ティーンズコーナーの充実 

目  的  子どもの読書意欲を増すための図書の充実  

事業内容  中・高校生の幅広い要求に応え、既設のティーンズコーナ

ーの充実を図る。書架の配置や構成を工夫し、新しい情報

を積極的に取り入れ、時代感覚に敏感なヤングアダルト世

代が興味や関心を持つ図書の収集に力を入れるとともにテ

ーマ展示を行う等の取り組みを行う。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

中・高校生が希望する図書の把握が難しい。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

新着本の展示やおすすめリストを作成し、読書意欲を高め

る。  

２ 乳幼児サービスの実施 

目  的  乳幼児から本に親しめる環境の提供  

事業内容  ブックスタートから次にステップアップするための講座

「絵本で子育て楽しみませんか」を開催する。４か月から

１２か月までの赤ちゃんとその親を対象とした、絵本を使

って親子のコミュニケーショを図る講座の開催。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

講座の希望者が多く、希望者全員が受講できない。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

講座の回数を増やして実施  
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３ 児童・生徒サービスの実施 

目  的  子どもの総合学習、調べ学習等の協力・手伝い  

事業内容  小学校から高校までの総合学習、調べ学習に必要な資料の

収集や図書館の見学サービスを実施する。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

学校との日程調整及び受け入れ体制の整備  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

積極的に図書館等を利用してもらい、図書館を知ってもら

う。  

 

 

 

 

４ 障害のある子どもへの読書環境の整備 

目  的  障害のある子どもの読書環境の整備  

事業内容  障害のある子どもたちに適した図書を積極的に収集すると

ともに、児童・生徒の状況に応じた必要な支援を行う。  

担  当  課  教育委員会中央図書館・健康福祉部福祉課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

障害のある子どもに対する図書館の利用をどのように周知

し、啓発していくかの検討が必要。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

障害のある子ども向けの図書の充実を図る。  
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５ 外国語図書の収集 

目  的  外国の子どもの読書環境の整備  

事業内容  市内在住の外国人児童生徒や帰国児童・生徒のための外国

語の絵本や児童書の充実を図る。  

担  当  課  教育委員会中央図書館・市民部国際課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

外国語の本等の選書をどのように行うか。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

外国の子ども向けの図書の充実を図る。  

 

 

 

 

６ 学校図書館の図書のデータベース化 

目  的  地域全体での蔵書の共同利用や各種資料の検索、多様な興

味・関心への対応し、学校を超えた相互利用の促進・普及  

事業内容  学校図書館に所蔵されている図書のデータベース化を図る

ことにより、子どもが学校図書館で図書の検索を行える環

境を整備する。  

担  当  課  教育委員会庶務課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

各学校図書館のデータ形式が統一されていない。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

各学校の図書データの整備を行う。  
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７ 学校図書館のネットワーク化 

目  的  地域全体での蔵書の共同利用や各種資料の検索、多様な興

味・関心への対応し、学校を超えた相互利用の促進・普及  

事業内容  学校図書館の図書について、中央図書館等とネットワーク

化を図ることにより、自校の学校図書館のみならず、地域

全体での蔵書の相互検索や共同利用を行う。  

担  当  課  教育委員会庶務課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

中央図書館等と学校とのネットワークを図る上での運用の

検討  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

ネットワーク化を図るための各学校との調整  

 

 

 

 

８ 学校図書館の図書の充実 

目  的  学校における読書環境の整備  

事業内容  学校図書館の図書の充実を図り、子どもが学校の図書室を

活用したくなるような環境の整備に努めます。  

担  当  課  教育委員会中央図書館・教育委員会庶務課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

団体貸出するための図書の確保をどうするか。  

配送をどのようにおこなうか。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

団体貸出等を行い、学校図書館の図書の充実を図る。  
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９ おやこ文庫の実施 

目  的  保育園・幼稚園における読書環境の整備  

事業内容  保育園へ、子ども用の図書や紙芝居等を貸し出し、図書が

常に子どもの身近にある環境の整備に努める。  

担  当  課  教育委員会中央図書館・健康福祉部子ども課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

おやこ文庫に参加していない保育園への取り組みをどのよ

うに行うか。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

おやこ文庫への参加の呼び掛けとおやこ文庫の図書の充実

を図る。  

 

 

 

 

１０ 児童館・児童クラブ・公民館・市民館等への団体貸出・読み

聞かせの実施 

目  的  子どもの身近な場所における読書環境の整備  

事業内容  子どもが学校以外で集まる場所に図書の貸し出しを行い、

できるだけ多くの場所で読書ができるような環境の整備に

努めます。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

団体貸出するための図書の確保をどうするか。  

配送をどのようにおこなうか。  

図書を設置するスペースの確保をどうするか。Etc 

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

団体貸出等を行い、児童館・児童クラブ・公民館・市民館

等で読書ができる環境を整備する。  
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取り組み別評価シート 

基本目標３：子どもの読書活動に関する理解と関心の普及 

１ 図書館等利用案内の作成・配布 

目  的  子どもの読書活動に関する情報の提供  

事業内容  子ども向けの図書の新着本や推薦図書の紹介、イベントの

開催などを図書館等の利用案内として作成し、保育園、学

校等に配布する。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

配布するだけでなく、それを利用してどのように読書活動

の推進につなげるか。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

子ども向けの利用案内を作成する。  

 

 

 

 

２ 児童図書等の展示 

目  的  読書に興味を持たせるための情報の提供  

事業内容  日本絵本賞をはじめとする前年度に児童の図書に関する賞

を受賞した児童書の展示を行う。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

子どもたちをどのようにして図書館に来てもらうか。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

各年代別に分けた子ども向けの図書の展示を行う。  
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３ 子どもの読書に関する行事の実施 

目  的  子ども読書に関する理解を深め、本を大切に思う気持ちを

育む。  

事業内容  子どもの読書活動に関する講演会や読み聞かせなどのボラ

ンティア養成講座を実施するとともに子ども向け手作り絵

本講座を行う。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

講演会、講座の講師をどの方に依頼することが望ましいか

の判断  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

ボランティア団体等養成を行う。  

 

 

 

 

４ 読書週間の行事の充実 

目  的  子どもの読書活動に対するきっかけづくり  

事業内容  ４月２３日の子ども読書の日を中心に展開される子どもの

読書週間と１０月２７日の文字・文化活字文化の日を中心

に展開される秋の読書週間に、その間に子どもの読書活動

の推進を目的とした行事の充実を図る。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

協力ボランティアとの日程調整が困難である。  

ＰＲ方法等。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

子どもの読書活動の推進のためのイベントを企画する。  
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取り組み別評価シート 

基本目標４：子どもの読書活動推進体制の整備・充実 

１ 司書教諭・学校図書館司書との連携、情報交換 

目  的  図書館職員及び司書教諭・学校図書館司書の子ども読書活

動に対するスキルアップ  

事業内容  図書館司書と司書教諭・学校図書館司書とが連携を図るこ

とにより、子どもの読書活動の推進に関する情報交換や、

新着本、推薦図書等の情報提供を行う。  

担  当  課  教育委員会中央図書館・教育委員会学校教育課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

学校、図書館それぞれがお互いの現状を把握していない。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

定期的に司書教諭・学校図書館司書との連携を図る機会を

設ける。  

 

２ 中学校・高校職場体験学習の実施 

目  的  子どもの図書館に対する興味・関心度の向上  

事業内容  中学生又は高校生が図書館業務を体験することで、図書館

司書という職業を理解するとともに図書館業務に関する理

解と図書に対する関心を持ってもらうことにより、子ども

の読書活動の推進体制の充実を図る。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

人数が限られてしまう。  

 

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

各学校に対し、職場体験学習の呼びかけを行う。  
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３ 児童図書担当職員の育成 

目  的  図書館職員の子ども読書活動に対するスキルアップ  

事業内容  児童図書担当の職員を育成し、子どもの読書活動を推進す

るための取り組み等を調査・研究に取り組みます。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

人事異動による担当職員の入れ替わりが頻繁に行われる。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

他市の子ども読書活動の推進に関する調査・研究を行う。  

 

 

 

 

４ 巡回司書の充実 

目  的  司書とのコミュニケーションを図る。  

事業内容  子どもが図書館だけではなく学校などで司書とコミュニケ

ーションが図られるよう、現在実施している巡回司書の取

り組みの充実  

担  当  課  教育委員会中央図書館・教育委員会学校教育課  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

巡回司書が１校に携わる時間が少ない。  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

子どもが、学校図書館を利用しやすいように工夫をする。  
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５ 図書館ボランティアによる「おはなし会」の実施 

目  的  絵本で子育てを楽しむきっかけづくり  

事業内容  ボランティアによる絵本の読み聞かせや、紙芝居、エプロ

ンシアターなどの各種講座を実施し、絵本で子育てを楽し

む取り組みを行います。  

担  当  課  教育委員会中央図書館  

成  果  ━  

課  題  

問  題  点  

ボランティアの人員不足  

今  後  の  

取り組み  

□新規 ■拡充 □継続 □見直 □廃止（完了）  

ボランティア団体等の活動に対する奨励、活動場所の提供

を行う。  
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学校名 全体 ４年生 ５年生 ６年生
豊川小学校 93 30 29 34
牛久保小学校 87 31 28 28
中部小学校 91 25 37 29
国府小学校 100 31 39 30
御油小学校 97 30 32 35
一宮西小学校 99 29 32 38
赤坂小学校 71 25 27 19
御津北小学校 79 31 27 21
小坂井東小学校 87 34 26 27

計 804 266 277 261

学校名 全体 １年生 ２年生 ３年生
東部中学校 104 33 36 35
西部中学校 106 32 39 35
金屋中学校 99 30 33 36
一宮中学校 96 33 33 30
音羽中学校 93 33 29 31
御津中学校 97 35 32 30
小坂井中学校 84 33 14 37

計 679 229 216 234

学校名 全体 １年生 ２年生 ３年生
豊川高校 93 21 29 43
国府高校 121 38 41 42
豊川工業 119 40 40 39
宝陵高校 102 40 36 26

計 435 139 146 150

１ アンケート調査に当たって 

  今回の「豊川市子ども読書活動推進計画」の策定に当たり、豊川市の子ど

もが、現在、本とどのように接しているかを把握するため、子どもの読書活

動に関するアンケートを実施しました。  

 

２ アンケートの概要 

⑴ 調査対象及び客対数  

ア 小学４・５・６年生 ８０４人  

 

 

 

 

 

 

 

イ 中学１・２・３年生 ６７９人  

 

 

 

 

 

 

ウ 高校１・２・３年生 ４３５人  

 

 

 

 

エ 豊川市立保育園、上記小学校に通っている子どもの保護者 ２５１人  

⑵ 調査期間 平成２２年７月・８月  
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第１ あなたのことについてお聞
き

きします。 

 １１  性性別別
せいべつ

ををおお答答
こた

ええくくだだささいい。。  

   ① 男                 ② 女 

 ２２  ああななたたのの学学年年
がくねん

ををおお答答
こた

ええくくだだささいい。。  

   ① 小学校４年生       ② 小学校５年生       ③ 小学校６年生 

 ３３  学学
がっ

校校名名
こうめい

をを書書
か

いいててくくだだささいい。。  

                                        小学校 

 

第２ あなたのいつもの読書
どくしょ

についてお聞
き

きします。 

 ４４  ああななたたはは、、本本
ほん

（（ままんんがが、、雑雑誌誌
ざ っ し

はは除除
のぞ

ききまますす。。））をを読読
よ

むむここととがが好好
す

ききでですすかか。。１１つつにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① とても好
す

き       ② 好
す

き     ③ 好
す

きでもきらいでもない     

④ あまり好
す

きではない   ⑤ きらい    ⑥ わからない 

 ５５  ああななたたはは、、１１かか月月にに、、本本
ほん

（（ままんんがが、、雑雑誌誌
ざ っ し

、、教教科科書書
きょうかしょ

やや参参考考書書
さんこうしょ

はは除除
のぞ

ききまますす。。））をを何何冊冊
なんさつ

くく

ららいい読読
よ

みみまますすかか。。  

   ① １０冊
さつ

以上
いじょう

  ② ７～９冊
さつ

  ③ ４～６冊
さつ

   ④ １～３冊
さつ

 

  ⑤ ほとんど読
よ

まない 

 ６６  【【本本
ほん

をを読読
よ

むむ人人にに聞聞
き

ききまますす。。】】ああななたたはは、、どどれれくくららいい本本
ほん

をを読読
よ

んんででいいまますすかか。。１１つつにに○○をを

付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① ほぼ毎日
まいにち

  ② 週
しゅう

に３～４回
かい

  ③ 週
しゅう

に１回
かい

  ④ 月
つき

に数回
すうかい

  ⑤ 年
ねん

に数回
すうかい
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 ７７  【【本本
ほん

をを読読
よ

むむ人人にに聞聞
き

ききまますす。。】】ああななたたににととっってて、、読読書書
どくしょ

ははどどんんななここととにに役役立立
や く だ

つつとと思思
おも

いいまますす

かか。。１１つつにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① 新
あたら

しい言葉
こ と ば

をおぼえることができる    ② 新
あたら

しい知識
ち し き

をえることができる   

③ 文章
ぶんしょう

が上手
じょうず

に書
か

けるようになる      ④ 文章
ぶんしょう

を早
はや

く読
よ

めるようになる 

⑤ 人の気持
き も

ちを理解
り か い

したり、自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちを伝
つた

えたりする力
ちから

がつく 

⑥ 想像力
そうぞうりょく

が豊
ゆた

かになる           ⑦ 勉強
べんきょう

の参考
さんこう

になる 

⑧ 役
やく

に立
た

つとは思
おも

わない          ⑨ わからない 

⑩ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

 ８８  【【本本
ほん

をを読読
よ

むむ人人にに聞聞
き

ききまますす。。】】ああななたたがが読読書書
どくしょ

ををすするるよよううににななっったたききっっかかけけはは何何
なん

でですすかか。。

当当
あ

ててははままるる回回答答
かいとう

すすべべててにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

① 子どものころに家
いえ

で本
ほん

を読
よ

んでもらったから   ② 家
いえ

に本
ほん

がたくさんあったから 

③ 家族
か ぞ く

が本
ほん

を読
よ

んでいたから           ④ 図書館
としょかん

へ行
い

くようになったから 

⑤ 学校
がっこう

の図書室
としょしつ

を使
つか

うようになったから      ⑥ 家族
か ぞ く

がすすめてくれたから 

⑦ 友達
ともだち

がすすめてくれたから           ⑧ 学校
がっこう

の先生
せんせい

がすすめてくれたから 

⑨ 特
とく

にきっかけはない              ⑩ おぼえていない 

⑪ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

 ９９  【【本本
ほん

をを読読
よ

ままなないい人人にに聞聞
き

ききまますす。。】】本本
ほん

ををほほととんんどど読読
よ

ままなないい理理由由
り ゆ う

はは何何
なん

でですすかか。。当当
あ

ててははままるる

回回答答
かいとう

すすべべててにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① 忙
いそが

しくて時間
じ か ん

がないから 

 ② 本
ほん

を読
よ

むのはつまらないから（読書
どくしょ

よりおもしろいものがあるから） 

   ③ 本
ほん

を読
よ

むのは面倒
めんどう

くさいから        ④ 本
ほん

を読
よ

まなくても困
こま

らないから 

   ⑤ 周
まわ

りに本を読
よ

んでいる人がいないから    ⑥ 身近
み ぢ か

に読
よ

みたい本
ほん

がないから 

   ⑦ どのような本
ほん

を読
よ

めばよいかわからないから 

 ⑧ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

 1100  【【全全員員
ぜんいん

にに聞聞
き

ききまますす。。】】ああななたたのの家家
いえ

でではは、、家家族族
か ぞ く

がが本本
ほん

（（ままんんがが、、雑雑誌誌
ざ っ し

はは除除
のぞ

ききまますす。。））をを読読
よ

んんででいいまますすかか。。  

   ① よく本
ほん

を読
よ

んでいる  ② 時々
ときどき

本
ほん

を読
よ

んでいる  ③ あまり本
ぼん

を読
よ

んでいない 

 ④ 本
ほん

を読
よ

まない     ⑤ わからない 
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 1111  【【全全員員
ぜんいん

にに聞聞
き

ききまますす。。】】ああななたたはは、、ほほかかのの人人にに本本
ほん

をを読読
よ

んんででももららううここととがが好好
す

ききでですすかか。。

１１つつにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。 

 ① とても好
す

き  ② 好
す

き  ③ どちらでもない  ④ あまり好
す

きではない 

   ⑤ きらい    ⑥ わからない 

 

 

第３ 学校
がっこう

の図書室
としょしつ

の利用
り よ う

についてお聞
き

きします。 

 1122  ああななたたはは学学校校
がっこう

のの図図書書室室
としょしつ

ををどどれれくくららいい利利用用
り よ う

ししまますすかか。。  

   ① ほぼ毎日
まいにち

  ② 週
しゅう

に３～４回
かい

  ③ 週
しゅう

に１回
かい

  ④ 月
つき

に数回
すうかい

  ⑤ 年
ねん

に数回
すうかい

 

 ⑥ ほとんど利用
り よ う

しない 

 1133  【【学学校校
がっこう

のの図図書書室室
としょしつ

をを利利用用
り よ う

すするる人人にに聞聞
き

ききまますす。。】】ああななたたがが学学校校
がっこう

のの図図書書室室
としょしつ

をを利利用用
り よ う

すするる理理由由
り ゆ う

はは

何何
なん

でですすかか。。当当
あ

ててははままるる回回答答
かいとう

すすべべててにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

 ① 授業
じゅぎょう

の宿題
しゅくだい

などのための調べ物
しらべもの

をするため ② 個人
こ じ ん

で読
よ

む本
ほん

を借
か

りるため 

 ③ 図書室
としょしつ

で本
ほん

を読
よ

むため           ④ 図書室
としょしつ

で勉強
べんきょう

するため 

⑤ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

 1144  【【学学校校
がっこう

のの図図書書室室
としょしつ

をを利利用用
り よ う

すするる人人にに聞聞
き

ききまますす。。】】ああななたたはは、、学学校校
がっこう

のの図図書書室室
としょしつ

でで１１かか月月にに何何冊冊
なんさつ

くくららいい本本
ぼん

をを借借
か

りりてていいまますすかか。。１１つつにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① １０冊
さつ

以上
いじょう

  ② ７～９冊
さつ

  ③ ４～６冊
さつ

  ④ １～３冊
さつ

 

  ⑤ ほとんど借
か

りない 

 1155  【【学学校校
がっこう

のの図図書書室室
としょしつ

をを利利用用
り よ う

ししなないい人人にに聞聞
き

ききまますす。。】】学学校校
がっこう

のの図図書書室室
としょしつ

をを利利用用
り よ う

ししなないい理理由由
り ゆ う

はは何何
なん

でですすかか。。当当
あ

ててははままるる回回答答
かいとう

すすべべててにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① 読
よ

みたい本
ほん

がないから        ② 勉強
べんきょう

や宿題
しゅくだい

に使
つか

う本
ほん

がないから 

   ③ 図書室
としょしつ

に行
い

く時間
じ か ん

がないから     ④ 図書室
としょしつ

が使
つか

いにくいから 

   ⑤ 図書室
としょしつ

の使
つか

い方
かた

がわからないから   ⑥ ほかの図書館
としょかん

を使
つか

っているから 

⑦ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 
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 1166  【【全全員員
ぜんいん

にに聞聞
き

ききまますす。。】】学学校校
がっこう

のの図図書書室室
としょしつ

ををももっっとと多多
おお

くくのの人人にに利利用用
り よ う

ししててももららううたためめににはは、、

どどんんななここととがが必必要要
ひつよう

だだとと思思
おも

いいまますすかか。。当当
あ

ててははままるる回回答答
かいとう

すすべべててにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① 土日
ど に ち

祝日
しゅくじつ

や夏休
なつやす

み期間
き か ん

なども開
ひら

いていること   ② 新
あたら

しい本
ほん

を増
ふ

やすこと 

   ③ 本
ほん

の種類
しゅるい

を増
ふ

やすこと             ④ 勉強
べんきょう

するスペースを広
ひろ

くすること 

   ⑤ 本
ほん

が整理
せ い り

されて使
つか

いやすいこと         

⑥ 本
ほん

がパソコンなどで簡単
かんたん

に探
さが

せること 

   ⑦ 本
ほん

の探し方
さがしかた

や調べ物
しらべもの

を手伝
て つ だ

ってくれる先生や担当
たんとう

の人がいつもいること 

   ⑧ 特
とく

に希望
き ぼ う

はない 

   ⑨ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

 

 

第４ 豊川市の図書館
としょかん

などの利用
り よ う

についてお聞
き

きします。 

 1177  ああななたたはは、、豊豊川川市市中中 央央
ちゅうおう

図図書書館館
としょかん

、、音音羽羽
お と わ

図図書書館館
としょかん

、、御御津津
み と

図図書書館館
としょかん

ななどどをを利利用用
り よ う

ししたたここととががああ

りりまますすかか。。利利用用
り よ う

ししたたここととががああるる施施設設
し せ つ

すすべべててにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① 中央
ちゅうおう

図書館
としょかん

  ② 音羽
お と わ

図書館
としょかん

  ③ 御津
み と

図書館
としょかん

 

   ④ 一宮
いちのみや

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

会館
かいかん

図書室
としょしつ

 ⑤ 小坂井
こ ざ か い

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

会館
かいかん

図書室
としょしつ

 

   ⑥ 公民館
こうみんかん

図書室
としょしつ

  ⑦ 市民館
しみんかん

図書室
としょしつ

 

   ⑧ 利用
り よ う

したことはあるが名前
な ま え

がわからない 

   ⑨ どれも利用
り よ う

したことがない 

 1188  図図書書館館
としょかん

ななどど、、市市
し

のの施施設設
し せ つ

ををどどれれくくららいい利利用用
り よ う

ししてていいまますすかか。。  

   ① ほぼ毎日
まいにち

  ② 週
しゅう

に３～４回
かい

  ③ 週
しゅう

に１回
かい

  ④ 月
つき

に数回
すうかい

  ⑤ 年
ねん

に数回
すうかい

 

 199  ああななたたはは、、図図書書館館
としょかん

ななどどでで１１かか月月にに何何冊冊
なんさつ

くくららいい本本をを借借
か

りりてていいまますすかか。。 

   ① １０冊
さつ

以上
いじょう

  ② ７～９冊
さつ

  ③ ４～６冊
さつ

  ④ １～３冊
さつ

 

  ⑤ ほとんど借
か

りない 
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 2200  ああななたたがが図図書書館館
としょかん

ななどどをを利利用用
り よ う

すするる理理由由
り ゆ う

はは何何
なん

でですすかか。。当当
あ

ててははままるる回回答答
かいとう

すすべべててにに○○をを付付
つ

けけ

ててくくだだささいい。。  

   ① 本
ほん

やビデオを借
か

りたり返
かえ

したりするため        ② 調べ物
しらべもの

をするため 

   ③ 本
ほん

を読
よ

むため                    ④ 勉強
べんきょう

をするため 

   ⑤ 図書館
としょかん

などで行われている行事
ぎょうじ

などに参加
さ ん か

するため   ⑥ 友達
ともだち

と交流
こうりゅう

するため 

   ⑦ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

 2211  【【豊豊川川市市のの図図書書館館
としょかん

ななどどをを利利用用
り よ う

ししたたここととががなないい人人にに聞聞
き

ききまますす。。】】図図書書館館
としょかん

ななどどをを利利用用
り よ う

しし

たたここととががなないい理理由由
り ゆ う

はは何何
なん

でですすかか。。当当
あ

ててははままるる回回答答
かいとう

すすべべててにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① 本
ほん

を読
よ

まないから             ② 本
ほん

は買
か

って読
よ

むから 

   ③ 図書館
としょかん

などには読
よ

みたい本
ほん

がないから    ④ 借
か

りた本
ほん

を返
かえ

すのが面倒
めんどう

だから 

   ⑤ 図書館
としょかん

などの雰囲気
ふ ん い き

が嫌
きら

いだから      ⑥ 図書館
としょかん

などに行
い

く時間
じ か ん

がないから 

   ⑦ 図書館
としょかん

などが近
ちか

くにないから        ⑧ 図書館
としょかん

などの使
つか

い方
かた

がわからないから 

   ⑨ 学校
がっこう

の図書室
としょしつ

を使
つか

っているから         

⑩ 豊川市以外
い が い

の図書館
としょかん

などを使
つか

っているから 

   ⑪ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

 

 2222  図図書書館館
としょかん

ななどどををももっっとと多多
おお

くくのの小小 学学 生生
しょうがくせい

にに利利用用
り よ う

ししててももららううたためめににはは、、どどんんななここととがが必必要要
ひつよう

だだとと思思
おも

いいまますすかか。。当当
あ

ててははままるる回回答答
かいとう

すすべべててにに○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① まんがや雑誌
ざ っ し

を置
お

くこと     ② 小学生
しょうがくせい

向
む

けの本
ほん

を増
ふ

やすこと 

   ③ 勉強
べんきょう

できる場所
ば し ょ

を増
ふ

やすこと 

  ④ 友達
ともだち

と話
はな

したり、グループ学習
がくしゅう

できる場所
ば し ょ

があること 

   ⑤ インターネットを利用
り よ う

できるパソコンをたくさん置
お

くこと 

   ⑥ 図書館
としょかん

でビデオ、ＤＶＤ、ＣＤを見
み

たり聞
き

いたりできること 

   ⑦ 図書館
としょかん

の使
つか

い方
かた

や本
ほん

の探し方
さがしかた

を教
おし

えてくれること 

   ⑧ 学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

で図書館
としょかん

を使
つか

うこと 

 ⑨ 図書館
としょかん

でおもしろい行事
ぎょうじ

などが行われること 

   ⑩ 図書館
としょかん

のお知らせが小学生
しょうがくせい

にも届
とど

くこと 

   ⑪ 図書館
としょかん

の人が学校
がっこう

に来
き

てお話
はなし

をしてくれること 

   ⑫ 特
とく

に希望
き ぼ う

はない 

 ⑬ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 
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第５ 読書
どくしょ

に対
たい

する考え方
かんがえかた

などについてお聞
き

きします。 

 2233  ああななたたはは、、自自分分
じ ぶ ん

のの読読書書
どくしょ

ににつついいててどどうう思思
おも

いいまますすかか。。  

   ① 十分
じゅうぶん

に本
ほん

を読
よ

んでいると思
おも

う    ② ちょうどよく本
ほん

を読
よ

んでいると思
おも

う 

   ③ もっと本
ほん

を読
よ

むべきだと思
おも

う    ④ 読書
どくしょ

よりほかの事
こと

に時間
じ か ん

を使
つか

うべきだと思
おも

う 

   ⑤ わからない 

   ⑥ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

 2244  ああままりり読読書書
どくしょ

ををししたたここととががなないい人人がが、、ももっっとと読読書書
どくしょ

ををすするるたためめににはは、、どどののよよううななここととがが

必必要要
ひつよう

だだとと思思
おも

いいまますすかか。。３３つつままでで選選
えら

んんでで○○をを付付
つ

けけててくくだだささいい。。  

   ① 学校
がっこう

の図書室
としょしつ

をもっと使
つか

いやすくすること     ② 学校
がっこう

の図書室
としょしつ

の本
ほん

を増
ふ

やすこと 

   ③ 家
いえ

の近
ちか

くに図書館
としょかん

などをもっと増
ふ

やすこと     ④ 図書館
としょかん

などの本
ほん

を増
ふ

やすこと 

   ⑤ 先生
せんせい

や親
おや

がいろいろな本
ほん

をすすめてくれること 

   ⑥ 学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

で読書
どくしょ

をする時間
じ か ん

をとること 

   ⑦ 学校
がっこう

や図書館
としょかん

などでおとなの人に本
ほん

を読
よ

んでもらうこと 

   ⑧ 学校
がっこう

や図書館
としょかん

などで本
ほん

のしょうかいをしてくれること 

   ⑨ 特
とく

に何
なに

かする必要
ひつよう

はない             ⑩ わからない 

   ⑪ その他（具体的
ぐたいてき

に                              ） 

2255  自自分分
じ ぶ ん

がが読読
よ

んんでで人人ににおおすすすすめめししたたいい本本
ほん

（（作作者者
さくしゃ

））ががああれればば教教
おし

ええててくくだだささいい。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ご協力ありがとうございました～ 
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第１ あなたのことについてお聞きします。 

 １１  性性別別ををおお答答ええくくだだささいい。。  

   ① 男                 ② 女 

 ２２  ああななたたのの学学年年ををおお答答ええくくだだささいい。。  

   ① 中学校１年生      ② 中学校２年生      ③ 中学校３年生   

④ 高校１年生       ⑤ 高校２年生       ⑥ 高校３年生 

 ３３  学学校校名名をを書書いいててくくだだささいい。。  

                                              

 

第２ あなたのいつもの読書についてお聞きします。 

 ４４  ああななたたはは、、本本（（ままんんがが、、雑雑誌誌はは除除ききまますす。。））をを読読むむここととがが好好ききでですすかか。。１１つつにに○○をを付付

けけててくくだだささいい。。  

   ① とても好き       ② 好き     ③ 好きでもきらいでもない     

④ あまり好きではない   ⑤ きらい    ⑥ わからない 

 ５５  ああななたたはは、、１１かか月月にに、、本本（（ままんんがが、、雑雑誌誌、、教教科科書書やや参参考考書書はは除除ききまますす。。））をを何何冊冊くくらら

いい読読みみまますすかか。。  

   ① １０冊以上  ② ７～９冊  ③ ４～６冊   ④ １～３冊 

  ⑤ ほとんど読まない 

 ６６  【【本本をを読読むむ人人にに聞聞ききまますす。。】】ああななたたはは、、普普段段、、どどれれくくららいい本本をを読読んんででいいまますすかか。。一一番番

近近いいとと思思うう回回答答にに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① ほぼ毎日  ② 週に３～４回  ③ 週に１回  ④ 月に数回  ⑤ 年に数回 
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 ７７  【【本本をを読読むむ人人にに聞聞ききまますす。。】】ああななたたににととっってて、、読読書書ははどどんんななここととにに役役立立つつとと思思いいまますす

かか。。当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① 新しい言葉を覚えることができる     ② 新しい知識を得ることができる   

③ 文章作成力が向上する          ④ 文章を早く読めるようになる 

⑤ 人の気持ちを理解したり、自分の気持ちを伝えたりする力がつく 

⑥ 想像力が豊かになる           ⑦ 勉強の参考になる 

⑧ 役に立つとは思わない          ⑨ わからない 

⑩ その他（具体的に                              ） 

 ８８  【【本本をを読読むむ人人にに聞聞ききまますす。。】】ああななたたがが読読書書ををすするるよよううににななっったたききっっかかけけはは何何でですすかか。。

当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

① 子どものころに家で本を読んでもらったから   ② 家に本がたくさんあったから 

③ 家族が本を読んでいたから           ④ 図書館へ行くようになったから 

⑤ 学校の図書室を使うようになったから      ⑥ 家族がすすめてくれたから 

⑦ 友達がすすめてくれたから           ⑧ 学校の先生がすすめてくれたから 

⑨ 特にきっかけはない              ⑩ 覚えていない 

⑪ その他（具体的に                              ） 

 ９９  【【本本ををほほととんんどど読読ままなないい人人にに聞聞ききまますす。。】】本本ををほほととんんどど読読ままなないい理理由由はは何何でですすかか。。当当

ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① 忙しくて時間がないから 

 ② 本を読むのはつまらないから（読書よりおもしろいものがあるから） 

   ③ 本を読むのは面倒くさいから        ④ 本を読まなくても困らないから 

   ⑤ 周りに本を読んでいる人がいないから    ⑥ 身近に読みたい本がないから 

   ⑦ どのような本を読めばよいかわからないから 

 ⑧ その他（具体的に                              ） 

 1100  【【全全員員にに聞聞ききまますす。。】】ああななたたのの家家でではは、、家家族族がが本本（（ままんんがが、、雑雑誌誌はは除除ききまますす。。））をを読読

んんででいいまますすかか。。  

   ① よく本を読んでいる  ② 時々本を読んでいる  ③ あまり本を読んでいない 

 ④ 本を読まない     ⑤ わからない 
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第３ 学校の図書室の利用についてお聞きします。 

 11１１  ああななたたはは学学校校のの図図書書室室ををどどれれくくららいい利利用用ししまますすかか。。  

   ① ほぼ毎日  ② 週に３～４回  ③ 週に１回  ④ 月に数回  ⑤ 年に数回 

 ⑥ ほとんど利用しない 

 11２２  【【学学校校のの図図書書室室をを利利用用すするる人人にに聞聞ききまますす。。】】ああななたたがが学学校校のの図図書書室室をを利利用用すするる理理由由

はは何何でですすかか。。当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

 ① 授業の宿題などのための調べ物をするため   ② 個人で読む本を借りるため 

 ③ 図書室で本を読むため            ④ 図書室で勉強するため 

⑤ その他（具体的に                              ） 

 11３３  【【学学校校のの図図書書室室をを利利用用すするる人人にに聞聞ききまますす。。】】ああななたたはは、、学学校校のの図図書書室室でで１１かか月月にに何何

冊冊くくららいい本本をを借借りりてていいまますすかか。。１１つつにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① １０冊以上    ② ７～９冊    ③ ４～６冊    ④ １～３冊 

  ⑤ ほとんど借りない 

 11４４  【【学学校校のの図図書書室室ををほほととんんどど利利用用ししなないい人人にに聞聞ききまますす。。】】学学校校のの図図書書室室をを利利用用ししなないい

理理由由はは何何でですすかか。。当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① 読みたい本がないから         ② 勉強や宿題に使う本がないから 

   ③ 図書室に行く時間がないから      ④ 図書室が使いにくいから 

   ⑤ 図書室の使い方がわからないから    ⑥ ほかの図書館を使っているから 

⑦ その他（具体的に                              ） 

 11５５  【【全全員員にに聞聞ききまますす。。】】学学校校のの図図書書室室ををももっっとと多多くくのの人人にに利利用用ししててももららううたためめににはは、、

どどんんななここととがが必必要要だだとと思思いいまますすかか。。当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① 土日祝日や夏休み期間なども開いていること  ② 新しい本を増やすこと 

   ③ 本の種類を増やすこと            ④ 勉強するスペースを広くすること 

   ⑤ 本が整理されて使いやすいこと         

⑥ 本がパソコンなどで簡単に探せること 

   ⑦ 本の探し方や調べ物を手伝ってくれる先生や担当の人がいつもいること 

   ⑧ 特に希望はない 

   ⑨ その他（具体的に                              ） 
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第４ 豊川市の図書館などの利用についてお聞きします。 

 11６６  ああななたたはは、、豊豊川川市市中中央央図図書書館館、、音音羽羽図図書書館館、、御御津津図図書書館館ななどどをを利利用用ししたたここととががああ

りりまますすかか。。利利用用ししたたここととががああるる施施設設すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① 中央図書館       ② 音羽図書館  ③ 御津図書館 

   ④ 一宮生涯学習会館図書室          ⑤ 小坂井生涯学習会館図書室 

   ⑥ 公民館図書室               ⑦ 市民館図書室 

   ⑧ 利用したことはあるが名前がわからない   ⑨ どれも利用したことがない 

 11７７  図図書書館館ななどど、、市市のの施施設設ををどどれれくくららいい利利用用ししてていいまますすかか。。  

   ① ほぼ毎日  ② 週に３～４回  ③ 週に１回  ④ 月に数回  ⑤ 年に数回 

 1８８  ああななたたはは、、図図書書館館ななどどでで１１かか月月にに何何冊冊くくららいい本本をを借借りりてていいまますすかか。。 

   ① １０冊以上  ② ７～９冊  ③ ４～６冊  ④ １～３冊 

  ⑤ ほとんど借りない 

 １１９９  ああななたたがが図図書書館館ななどどをを利利用用すするる理理由由はは何何でですすかか。。当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付

けけててくくだだささいい。。  

   ① 本やビデオの貸出・返却のため            ② 調べ物をするため 

   ③ 本を読むため                    ④ 勉強をするため 

   ⑤ 図書館などで行われているイベントや講座などに参加するため 

   ⑥ 友達と交流するため 

   ⑦ その他（具体的に                              ） 

 22００  【【豊豊川川市市のの図図書書館館ななどどをを利利用用ししたたここととががなないい人人にに聞聞ききまますす。。】】図図書書館館ななどどをを利利用用しし

たたここととががなないい理理由由はは何何でですすかか。。当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① 本を読まないから            ② 本は買って読むから 

   ③ 図書館などには読みたい本がないから   ④ 借りた本を返すのが面倒だから 

   ⑤ 図書館などの雰囲気が嫌いだから     ⑥ 図書館などに行く時間がないから 

   ⑦ 図書館などが近くにないから       ⑧ 図書館などの使い方がわからないから 

   ⑨ 学校の図書室を使っているから         

⑩ 豊川市以外の図書館などを使っているから 

   ⑪ その他（具体的に                              ） 
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 22１１  図図書書館館ななどどををももっっとと多多くくのの中中学学生生やや高高校校生生にに利利用用ししててももららううたためめににはは、、どどんんななここ

ととがが必必要要だだとと思思いいまますすかか。。当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① まんがや雑誌を置くこと       ② 中高生向けの本を増やすこと 

   ③ 勉強できる場所を増やすこと 

  ④ 友達と話したり、グループ学習できる場所があること 

   ⑤ インターネットを利用できるパソコンをたくさん置くこと 

   ⑥ 図書館でビデオ、ＤＶＤ、ＣＤを見たり聞いたりできること 

   ⑦ 図書館の使い方や本の探し方を教えてくれること 

   ⑧ 学校の授業で図書館を使うこと 

 ⑨ 図書館で中高生向けの行事などが行われること 

   ⑩ 図書館のお知らせが中学生や高校生にも届くこと 

   ⑪ 図書館の人が学校に来てお話をしてくれること 

   ⑫ 特に希望はない 

 ⑬ その他（具体的に                              ） 

 

第５ 読書に対する考え方などについてお聞きします。 

 22２２  ああななたたはは、、自自分分のの読読書書ににつついいててどどうう思思いいまますすかか。。  

   ① 十分に本を読んでいると思う    ② 適度に本を読んでいると思う 

   ③ もっと本を読むべきだと思う    ④ 読書よりほかの事に時間を使うべきだと思う 

   ⑤ わからない 

   ⑥ その他（具体的に                              ） 

 22３３  ああままりり読読書書ををししたたここととががなないい人人がが、、ももっっとと読読書書ををすするるたためめににはは、、どどののよよううななこことと

がが必必要要だだとと思思いいまますすかか。。３３つつままでで選選んんでで○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① 学校の図書室をもっと使いやすくすること    ② 学校の図書室の本を増やすこと 

   ③ 家の近くに図書館などをもっと増やすこと    ④ 図書館などの本を増やすこと 

   ⑤ 先生や親がいろいろな本をすすめてくれること 

   ⑥ 学校の授業で読書をする時間をとること 

   ⑦ 学校や図書館などでおとなの人に本を読んでもらうこと 

   ⑧ 学校や図書館などで本のしょうかいをしてくれること 

   ⑨ 特に何かする必要はない             ⑩ わからない 

   ⑪ その他（具体的に                              ） 
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22４４  自自分分がが読読んんでで人人ににおおすすすすめめししたたいい本本（（作作者者））ががああれればば教教ええててくくだだささいい。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ご協力ありがとうございました～ 

 



- 61 - 
 

 

第１ あなた自身とお子さんのことについてお聞きします。 

 １１  おお子子ささんんのの性性別別ををおお答答ええくくだだささいい。。  

   ① 男                 ② 女 

 ２２  おお子子ささんんのの年年齢齢ををおお答答ええくくだだささいい。。  

   ① ０～３歳児       ② ４～６歳児       ③ ７～９歳児   

  ④ １０～１２歳児 

 ３３  保保育育園園名名又又はは学学校校名名をを書書いいててくくだだささいい。。  

                                              

 ４４  ああななたたのの職職業業ににつついいてておお答答ええくくだだささいい。。  

   ① 会社員又は公務員  ② 自営業又は自由業  ③ 主婦又は主夫 

④ その他（具体的に                              ） 

 

第２ あなた自身の読書活動についてお聞きします。 

 ５５  ああななたたはは、、本本（（ままんんがが、、雑雑誌誌はは除除ききまますす。。））をを読読むむここととがが好好ききでですすかか。。１１つつにに○○をを付付

けけててくくだだささいい。。  

   ① とても好き  ② 好き     ③ どちらでもない    ④ あまり好きではない 

   ⑤ きらい    ⑥ わからない 

 ６６  ああななたたはは、、１１かか月月にに、、本本（（ままんんがが、、雑雑誌誌はは除除ききまますす。。））をを何何冊冊くくららいい読読みみまますすかか。。  

   ① １０冊以上  ② ７～９冊  ③ ４～６冊   ④ １～３冊 

  ⑤ ほとんど読まない 

 ７７  【【本本をを読読むむ人人にに聞聞ききまますす。。】】ああななたたはは、、普普段段、、どどれれくくららいい本本をを読読んんででいいまますすかか。。一一番番

近近いいとと思思うう回回答答にに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① ほぼ毎日  ② 週に３～４回  ③ 週に１回  ④ 月に数回  ⑤ 年に数回 

   ⑥ ０回 
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第３ お子さんの読書活動についてお聞きします。 

 ８８  ああななたたののおお子子ささんんはは、、本本又又はは絵絵本本がが好好ききだだとと思思わわれれまますすかか。。  

   ① とても好きだと思う     ② 比較的好きだと思う   

③ どちらでもないと思う    ④ あまり好きではないと思う 

⑤ 嫌いだと思う        ⑥ わからない 

 ９９  ああななたたののおお子子ささんんはは、、家家庭庭ででどどのの程程度度読読書書ををししてていいまますすかか。。おお子子ささんんがが保保育育園園又又はは

幼幼稚稚園園のの場場合合はは、、絵絵本本をを読読むむ頻頻度度ををおお答答ええくくだだささいい。。  

① ほぼ毎日だと思う             ② 週に３～４回だと思う 

③ 週に１回程度だと思う           ④ 時々読んでいるが頻繁ではないと思う 

⑤ 家で読書しているところをほとんど診たことがない 

⑥ わからない 

 １１００  おお子子ささんんのの読読書書のの状状況況ににつついいてて、、どどののよよううににおお考考ええでですすかか。。  

   ① 読書量を減らし、ほかのことにも興味を持たせたい 

 ② 適度な読書量だと思うため、このまま続けてもらいたい 

   ③ もう少し読書をするべきだと思う 

   ④ 読書は必要ないと思う 

   ⑤ わからない 

 ⑥ その他（具体的に                              ） 

 11１１  ごご家家庭庭でで、、おお子子ささんんにに読読みみ聞聞かかせせををししたたりり、、おお子子ささんんとと一一緒緒にに読読書書ををししたたりりすするる

ここととははあありりまますすかか。。  

   ① ほぼ毎日行っている       ② 週に３～４回程度は行っている 

   ③ 週に１回程度は行っている    ④ 月に数回は行っている 

 ⑤ 年に数回は行っている      ⑥ 行っていない 

 11２２  おお子子ささんんにに本本をを与与ええるる際際、、主主にに、、どどここででそそのの本本をを入入手手ししまますすかか。。  

   ① 図書館などの市の施設で借りる  ② 友人や知り合いから借りる 

  ③ 購入する            ④ 本を与えることはない 

  ⑤ その他（具体的に                              ） 
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 11３３  ごご家家庭庭でで、、子子どどもも向向けけのの本本ををどどのの程程度度所所有有さされれてていいまますすかか。。  

 ① ５０冊以上   ② ４０～４９冊  ③ ３０～３９冊  ④ ２０～２９冊 

 ⑤ １０～１９冊  ⑥ １～９冊    ⑦ 所有していない 

 

第４ 豊川市の図書館などの利用についてお聞きします。 

 11４４  ああななたたはは、、豊豊川川市市中中央央図図書書館館、、音音羽羽図図書書館館、、御御津津図図書書館館ななどどをを利利用用ししたたここととががああ

りりまますすかか。。利利用用ししたたここととががああるる施施設設すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① 中央図書館    ② 音羽図書館    ③ 御津図書館 

   ④ 一宮生涯学習会館図書室         ⑤ 小坂井生涯学習会館図書室 

   ⑥ 公民館図書室              ⑦ 市民館図書室 

   ⑧ 利用したことはあるが名前がわからない 

   ⑨ どれも利用したことがない 

 11５５  ああななたたがが最最ももよよくく利利用用すするる図図書書館館ななどど（（豊豊川川市市外外ででもも結結構構でですす。。））ははどどここでですすかか。。

名名称称ををおお書書ききくくだだささいい。。 

                                              

 11６６  ああななたたはは１１４４でで回回答答ししたた図図書書館館ななどどをを、、どどのの程程度度利利用用ししてていいまますすかか。。  

   ① ほぼ毎日  ② 週に３～４回  ③ 週に１回  ④ 月に数回  ⑤ 年に数回 

 1７７  ああななたたはは、、１１４４でで回回答答ししたた図図書書館館ななどどかからら１１かか月月にに何何冊冊程程度度本本をを借借りりてていいまますすかか。。 

   ① １０冊以上    ② ７～９冊    ③ ４～６冊    ④ １～３冊 

  ⑤ ほとんど借りない 

 １１８８  ああななたたがが図図書書館館ななどどをを利利用用すするる理理由由はは何何でですすかか。。当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付

けけててくくだだささいい。。  

   ① 本やビデオの貸出・返却のため            ② 調べ物をするため 

   ③ 本、新聞、雑誌等を読むため             ④ 勉強をするため 

   ⑤ お話会など図書館などで行われているイベントや講座などに参加するため 

   ⑥ 友達と交流するため 

   ⑦ その他（具体的に                              ） 
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 １１９９  １１４４でで「「⑨⑨  どどれれもも利利用用ししたたここととががなないい」」とと回回答答ししたた人人ににおお聞聞ききししまますす。。ああななたた

がが図図書書館館ななどどをを利利用用ししなないい理理由由はは何何でですすかか。。当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだ

ささいい。。  

   ① 本を読まないから             ② 本は買って読むから 

   ③ 図書館などには読みたい本がないから    ④ 借りた本を返すのが面倒だから 

   ⑤ 図書館などの雰囲気が嫌いだから      ⑥ 図書館などに行く時間がないから 

   ⑦ 図書館などが近くにないから        ⑧ 図書館などの使い方がわからないから 

⑨ 豊川市以外の図書館などを使っているから 

   ⑩ その他（具体的に                              ） 

 22００  豊豊川川市市でではは、、おお話話会会やや読読みみ聞聞かかせせ会会ななどどををささままざざままなな場場所所でで開開催催ししてていいまますすがが、、

聞聞くく側側ととししてて参参加加ししたたここととははあありりまますすかか。。参参加加ししたたここととののああるる場場所所ををすすべべてて選選んんででくく

だだささいい。。  

   ① 中央図書館  ② 音羽図書館  ③ 御津図書館  ④ 生涯学習会館図書室 

   ⑤ 公民館    ⑥ 市民館 

 22１１  図図書書館館でではは、、読読みみ聞聞かかせせボボラランンテティィアアののたためめのの養養成成講講座座をを実実施施ししてていいまますすがが、、ごご

存存知知でですすかか。。  

   ① 受講したことがある    ② 興味を持っており、ボランティア活動のため受講したい 

   ③ ボランティア活動のためではなく、読み聞かせの技術を学ぶために受講したい 

   ④ 知っているが興味がない  ⑤ 知らなかった 

  ⑥ その他（具体的に                              ） 
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第５ 子ども読書活動に対する考え方などについてお聞きします。 

 22２２  ああななたたはは、、ごご家家庭庭でで、、おお子子ささんんのの読読書書活活動動をを活活発発化化ささせせるる（（読読書書をを好好ききににささせせるる、、

読読書書をを習習慣慣づづけけささせせるるななどど））たためめにに、、どどののよよううなな工工夫夫ををさされれてていいまますすかか。。当当ててははままるる

回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

① 本を紹介したり読書を勧めたりしている 

  ② お子さんを連れて図書館などに行っている 

   ③ 本を買い与えるようにしている 

  ④ 特にしていない 

 ⑤ その他（具体的に                              ） 

 22３３  子子どどもも読読書書活活動動をを活活発発化化ささせせるる（（読読書書をを好好ききににささせせるる、、読読書書をを習習慣慣づづけけささせせるるなな

どど））たためめにに、、学学校校等等、、地地域域、、家家庭庭ななどどででどどののよよううなな取取りり組組みみがが必必要要だだとと考考ええまますすかか。。

当当ててははままるる回回答答すすべべててにに○○をを付付けけててくくだだささいい。。  

   ① テレビなどの時間を減らして読書の時間をつくる 

   ② 塾などの勉強時間を減らして読書の時間をつくる 

   ③ 部活動などの勉強時間を減らして読書の時間をつくる 

   ④ 家族みんなで読書をする機会をつくる 

   ⑤ 保護者が、ためになる本や面白い本を子どもに積極的に紹介する 

   ⑥ 保育園、幼稚園、学校等の先生がためになる本や面白い本を子どもに積極的に紹介する 

   ⑦ 学校の授業に読書を取り入れる 

   ⑧ 学校の図書室の蔵書やサービスを改善し、子どもの利用を増やすように努める 

   ⑨ 図書館などの蔵書やサービスを改善し、子どもの利用を増やすように努める 

   ⑩ 図書館や公民館図書室などの施設を増やす 

   ⑪ 図書館で子ども向けの行事を開催し、図書館へ通うきっかけをつくる 

⑫ 特に何かする必要はない 

⑬ わからない 

   ⑭ その他（具体的に                              ） 
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22４４  子子どどももにに読読んんででああげげたた本本でで、、人人ににおおすすすすめめししたたいい本本（（作作者者））ががああれればば教教ええててくくだだ

ささいい。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ご協力ありがとうございました～ 
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1 子どもの読書活動の状況 

  年齢を重ねるにつれ、読書離れが懸念される。 

小学生、中学生、高校生と年齢を重ねるにつれて、読書を「とても好き」

又は「好き」と回答した子どもの割合が減少している（【図表１】）。また、

１か月の読書冊数についても、「ほとんど読まない」と回答した子どもの割

合が、小学生の１０．２％に対し、中学生がその約２倍の１９．７％、高校

生に至っては約５倍の５３．０％となっており際立っている（【図表２】）。

さらに、読書頻度についていえば、小学生、中学生に対し高校生の読書頻度

が低く、「月に数回」又は「年に数回」と回答した子どもの合計数の割合が

小学生又は中学生の約３倍の結果となっており、年齢を重ねるにつれての読

書離れが明確である（【図表３】）。  

子どもは読書することについてどのように考えているのだろうか。この問

いに関して言えば、小学生、中学生及び高校生の結果に大きな隔たりはなく、

「役に立つとは思わない」、「わからない」又は「その他」と回答した子ども

の合計の割合がともに１割程度に過ぎず、読書が自分にとって何らかの効果

があるというように考えていることがうかがえる（【図表４】）。  

  それでは、子どもが本を読まない理由は何であろうか。ここで注目したい

のは、高校生による「忙しくて時間がないから」という理由と中学生及び高

校生による「身近に読みたい本がないから」といった理由である。高校生に

なると勉強や部活動といったもののほかにもさまざまなことに対して興

味・関心を抱くようになり、それを実行するために時間を割き、読書をする

時間がなくなるということであろう。その一方で、「身近に読みたい本がな

いから」という回答もあり、読みたい本があればそれなりに時間を割く可能

性がないわけではないと考える（【図表６】）。  
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2 学校図書館における読書活動の状況 

  中学生・高校生は、学校図書館をほとんど活用していない。 

次に、児童・生徒の学校図書館の利用状況について考察する。小学生まで

は学校の図書室を定期的に利用していることが分かる。しかし、中学生と高

校生にあっては、「ほとんど利用しない」と回答した割合が中学生にあって

は７０．４％、高校生にあっては８１．７％であり、学校図書館が利用され

ていない（【図表８】）。  

  そうした状況の中で、学校図書館を定期的に利用している小学生が利用す

る理由を、図書室の本を読むためと回答しているのに対し（【図表９】）、学

校図書館をほとんど利用していない中学生及び高校生が利用しない理由を、

読みたい本がないから、図書室に行く時間がないからと回答している（【図

表１０】）。これは、次の学校図書館を利用するためにはどうしたらよいかと

いう質問事項の結果にも表れているように、学校図書館に魅力のある図書や

検索用パソコンの整備がされていないということであり（【図表１２】）、特

に中学、高校の学校図書館の図書の充実が急務であることが浮き彫りとなっ

た結果である。  

 

3 子どもの図書館等の市の施設の活用状況 

  読書よりも勉強の場として図書館を利用している。 

続いて、図書館等の市の施設の利用状況についてみてみる。小学生、中学

生、高校生ともに中央図書館を活用しているようであるが、それ以外の施設

があまり活用されていない（【図表１３】）。また、これらの施設の利用頻度

についても、「月に数回」又は「年に数回」と回答した子どもが約９割を占

めている（【図表１４】）。  

  では、子どもが図書館等の施設を利用する理由は何であろうか。小学生、

中学生、高校生ともに図書館では本を「ほとんど借りない」と回答した子ど

もが一番多くを占めており、中学生にあっては７３．６％の生徒が、高校生

にあっては８５．１％生徒が「ほとんど借りない」と回答するとともに（【図

表１５】）、図書館を利用する理由を「本を読むため」という回答が多い小学
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生に対し、中学生、高校生はその理由が格段に少なくなっており（【図表１

６】）、試験勉強の場として利用していることが分かる。  

 

4 保護者からみた子どもの読書活動の状況 

  子どもに対しては読書を行ってほしいと考えている。 

次に、保護者からみた子どもの読書活動の状況についてみてみる。市内の

保育園又は小学校に通う子ども保護者にアンケートしたものである。なお、

小学生の保護者については、小学１年生から小学６年生までの保護者を対象

にしている。  

  まず、保護者の読書習慣と子どもの読書習慣との関連性についてみたとき、

読書を「あまり好きではない」と回答した保護者は、小学生の保護者よりも

保育園児の保護者のほうが多いという結果が示された（【図表２１】）。  

  その一方で、保護者の目から見た家庭での子どもの読書頻度は、保育園児

と比べて小学生の方が読書をしていないことが分かる。「ほぼ毎日」又は「週

に３～４回」と回答をした保育園児の合計の割合が６６．５％であるのに対

し、小学生のそれは３６．９％である（【図表２５】）。  

また、子どもの読書状況についても、保育園児の保護者は「適度な読書量

と思うため、このまま続けてもらいたい」が５７．７％、「もう少し読書を

するべきだと思う」が３８．５％なのに対し、小学生の保護者は「もう少し

読書をするべきだと思う」が６２．７％で「適度な読書量だと思うため、こ

のまま続けてもらいたい」の３４．３％を大幅に上回っている（【図表２６】）。 

読み聞かせ等の頻度については、保育園児の保護者と小学生の保護者との

間で大きく違った結果が出た（【図表２７】）。前述したように小学生の保護

者が１年生の子どもの保護者もいれば６年生の保護者もいるので、今回の結

果だけで正確な判断は難しいが、小学生の読書については、保護者によるも

のではなく本人の自主的な考えのもとにされていることが推測される。  

  子どもの本の入手先及び子どもの本の所有冊数については、保育園児の保

護者及び小学生の保護者とも近い結果を示した。本の入手先についていえば、

図書館等で借りている保護者が購入している保護者よりも若干多いことが
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分かった（【図表２８】）。  

  図書館等の市の施設の利用状況については、子どもの結果とほぼ同様に中

央図書館の利用率が高く、それ以外の施設の利用率については低いことが示

された。また、それら施設等の利用頻度についても、子どもの結果と同様約

９割の保護者が「月に数回」又は「年に数回」という結果であった（【図表

３２】）。その一方で、本の貸出冊数については、子どもと比較し「ほとんど

借りない」と答えた保護者の割合が低かった（【図表３３】）。  

  続いて、保護者の子どもの読書活動イベントの参加状況についてみてみる。 

  保護者がどの場所でイベントに参加しているかをみたとき、やはり利用施

設での結果と同様に、中央図書館でのイベントへの参加率５８．１％でが高

いことが分かった（【図表３５】）。  

  では、読み聞かせなどボランティア講座等の認知度はどうであろう。「知ら

ない」と回答した保護者の割合が、保育園の保護者にあっては７１．４％、

小学生の保護者にあっては５６．１％であり、子どもの読書活動に関するイ

ベント等の周知が徹底されていないという結果が示された（【図表３６】）。  

  最後に保護者の子どもの読書活動に対する考え方についてであるが、保育

園児の保護者が子どもの読書活動を活発化させるためにどのような工夫を

しているかという問いに対し、「特にしていない」という回答の割合が約２

割を占めていた（【図表３７】）。この結果は、子どもの読書活動についてど

う思うかという問いに対する答えで、「適度な読書量と思うため、このまま

続けてもらいたい」が５７．７％、「もう少し読書をするべきだと思う」が

３８．５％であったことを考えると、改善の余地がると考えられる。どのよ

うにしたら子どもの読書活動を推進できるか、基本目標でもある家庭、地域、

学校における子どもの読書活動の推進をテーマに検討する必要があるであ

ろう。  
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【図表１】児童・生徒の読書習慣について  

 あなたは、本（まんが、雑誌、教科書や参考書は除きます。）を読むことが好

きですか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表２】児童・生徒の１か月の読書冊数  

 あなたは、１か月に本（まんが、雑誌、教科書や参考書は除きます。）を何冊

くらい読みますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 72 - 
 

【図表３】児童・生徒の読書頻度  

 あなたは、どのくらい本を読んでいますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表４】児童・生徒の考える読書の効果  

 あなたにとって、読書はどんなことに役立つと思いますか。  
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【図表５】児童・生徒が読書をするようになったきっかけ  

 あなたが、読書をするようになったきっかけは何ですか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表６】児童・生徒が本を読まない理由  

 あなたが、本をほとんど読まない理由は何ですか。  
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【図表７】児童・生徒は家族が読書をしていると感じているか  

 あなたの家では、家族が本（まんが、雑誌は除きます。）を読んでいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表８】児童・生徒の学校図書館の利用状況  

 あなたは、学校の図書室をどれくらい利用しますか。  
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【図表９】児童・生徒が学校図書館を利用する理由  

 あなたが学校図書館を利用する理由はなんですか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表１０】児童・生徒が学校図書館を利用しない理由  

 あなたが学校図書館を利用しない理由は何ですか。  
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【図表１１】児童・生徒が学校図書館で１か月に借りる本の冊数  

 あなたは、学校図書館で１か月に何冊くらい本を借りますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【図表１２】児童・生徒が学校図書館を利用するためには  

 あなたは、学校図書館をもっと多くの人に利用してもらうためには、どんな

ことが必要だと思いますか。  
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【図表１３】児童・生徒が利用したことのある施設  

 あなたは、豊川市中央図書館、音羽図書館、御津図書館などを利用したこと

がありますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表１４】施設の利用頻度  

 あなたは、図書館など市の施設をどれくらい利用していますか。  
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【図表１５】図書館などで１か月に借りる本の冊数  

 あなたは、図書館などで１か月に何冊くらい本を借りますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表１６】図書館を利用する理由  

 あなたが図書館などを利用する理由は何ですか。  
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【図表１７】図書館を利用しない理由  

 あなたが図書館などを利用しない理由は何ですか。  
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【図表１８】図書館を利用するために必要なこと  

 あなたは、もっと多くの児童・生徒が図書館を利用してもらうためにはどん

なことが必要だと思いますか。  
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【図表１９】自分の読書状況についてどう思うか  

 あなたは、自分の読書についてどう思いますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表２０】読書をするために必要なこと  

 あなたは、あまり読書をしたことがない人がもっと読書をするためには、ど

のようなことが必要だと思いますか。  
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【図表２１】保護者の読書週間  

 あなたは、本（まんが、雑誌は除きます。）を読むことが好きですか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表２２】保護者の１か月の読書冊数  

 あなたは、１か月に本（まんが、雑誌は除きます。）を何冊くらい読みますか。  
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【図表２３】保護者の読書頻度  

あなたは、普段、どれくらい本を読んでいますか。  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【図表２４】保護者からみた子どもの読書冊数  

 あなたのお子さんは、本又は絵本が好きだと思いますか。  
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【図表２５】保護者からみた家庭での子どもの読書頻度  

 あなたのお子さんは、家庭でどの程度読書をしていますか。  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表２６】保護者からみた子どもの読書状況  

 お子さんの読書の状況について、どのようにお考えですか。  
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【図表２７】家庭での読み聞かせ等の頻度（小学生については、低学年が対象） 

 ご家庭で、お子さんに本の読み聞かせをしたり、お子さんと一緒に読書をし

たりすることはありますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表２８】子どもの本の入手先  

 あなたは、お子さんに本を与える際、どこでその本を入手しますか。  
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【図表２９】子どもの本の所有冊数  

 ご家庭で、子ども向けの本をどの程度所有されていますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表３０】保護者の利用施設  

 あなたは、豊川市中央図書館、音羽図書館、御津図書館などを利用したこと

がありますか。  
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【図表３１】施設の利用頻度  

 あなたが最もよく利用する図書館など（豊川氏以外でも結構です。）はどこで

すか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表３２】施設の利用頻度  

 あなたは、図書館など市の施設をどれくらい利用していますか。  
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【図表３３】図書館などで１か月に借りる本の冊数  

 あなたは、図書館などで１か月に何冊くらい本を借りますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表３４】図書館を利用する理由  

 あなたが図書館などを利用する理由は何ですか。  
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【図表３５】子ども読書活動関連イベントへの参加状況  

 あなたは、お話会や読み聞かせなどをさまざまな場所で開催していますが、

聞く側として参加したことはありますか。参加した場所をお答えください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表３６】ボランティア講座の認知度  

 あなたは、読み聞かせボランティアのための養成講座をご存知ですか。  
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【図表３７】子どもの読書活動推進の工夫  

 あなたは、ご家庭で、お子さんの読書活動を活発化させるために、どのよう

な工夫をされていますか。  
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【図表３７】子どもの読書活動推進の工夫  

 あなたは、ご家庭で、お子さんの読書活動を活発化させるために、どのよう

な工夫をされていますか。  
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子どもの読書活動の推進に関する法律 

 発令  ：平成13年12月12日号外法律第 154号 

 最終改正：平成13年12月12日法律第154号 

 改正内容：平成13年12月12日法律第154号［平成 13年 12月12日］ 

○子どもの読書活動の推進に関する法律  

〔平成１３年１２月１２日号外法律第１５４号〕 

〔文部科学大臣署名〕  

〔沿革〕 

子どもの読書活動の推進に関する法律をここに公布する。  

子どもの読書活動の推進に関する法律 

（目的） 

第１条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並

びに国及び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書

活動の推進に関する必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の

推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな

成長に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第２条 子ども（おおむね１８歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動

は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かな

ものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのでき

ないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆ

る場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にその

ための環境の整備が推進されなければならない。 

（国の責務） 

第３条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、

子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責

務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第４条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、そ

の地域の実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、

及び実施する責務を有する。 
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（事業者の努力） 

第５条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、

子どもの読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍

等の提供に努めるものとする。 

（保護者の役割） 

第６条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活

動の習慣化に積極的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第７条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円

滑に実施されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連

携の強化その他必要な体制の整備に努めるものとする。  

（子ども読書活動推進基本計画） 

第８条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的

な推進を図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下

「子ども読書活動推進基本計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、こ

れを国会に報告するとともに、公表しなければならない。  

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第９条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、

当該都道府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都

道府県における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以

下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めな

ければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進

計画が策定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県

子ども読書活動推進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子

どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読

書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動

推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 
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３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子

ども読書活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書

活動推進計画の変更について準用する。 

（子ども読書の日） 

第１０条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深め

るとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども

読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、４月２３日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施

するよう努めなければならない。 

（財政上の措置等） 

第１１条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を

実施するため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるもの

とする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。  
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豊川市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱  

 （設置）  

第１条 豊川市における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、子どもの

読書活動の推進に関する施策について豊川市子ども読書活動推進計画（以下

「計画」という。）を策定するため、豊川市子ども読書活動推進計画策定委

員会（以下「委員会」という。）を設置する。  

 （所掌事務）  

第２条   委員会の所掌事務は、次のとおりとする。  

⑴ 計画の策定に係る協議及び連絡調整に関すること。  

⑵ その他計画の策定及び推進に必要な事項に関すること。  

 （組織）  

第３条 委員会は、委員８人以内で組織し、次に掲げる者のうちから教育委員

会が委嘱する。  

 ⑴ 豊川市図書館協議会を代表する者  

 ⑵ 豊川市読み聞かせボランティア団体を代表する者  

 ⑶ 豊川市立小中学校を代表する校長  

 ⑷ 豊川市立保育園を代表する園長  

 ⑸ 豊川市小中学校ＰＴＡ連絡協議会を代表する者  

 ⑹ 豊川市子ども会連絡協議会を代表する者  

 ⑺ 前各号に定めるもののほか、教育委員会が必要と認める者  

 （委員長及び副委員長）  

第４条   委員会に、委員長及び副委員長各１人を置く。  

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。  

３ 委員長は、会務を総理し、委員会の会議（以下「会議」という。）の議長と

なる。  

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠

けたときは、その職務を代理する。  

（任期）  

第５条   委員の任期は、委嘱の日から平成２３年３月３１日までとする。  

 （会議）  
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第６条 会議は、必要に応じて委員長が招集する。  

２ 委員会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。  

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

委員長の決するところによる。  

（意見等の聴取）  

第７条 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席さ

せ、その意見又は説明を聴くことができる。  

 （作業部会）  

第８条 委員会に、子どもの読書活動の推進に関する特定の事項を調査研究さ

せるため、作業部会を置くことができる。  

２ 作業部会の部員は、職員のうちから会長が必要の都度指名する。  

 （庶務）  

第９条   委員会の庶務は、教育委員会中央図書館において処理する。  

 （その他）  

第１０条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、

委員長が定める。  

  附 則  

 この要綱は、平成２２年７月２日から施行する。  
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豊川市子ども読書活動推進計画策定委員会委員 

豊川市図書館協議会を代表する者  ◎加 藤 貞 夫  

豊川市読み聞かせボランティア団体を代表する者  
 中 谷 恭 子  

 鳥 居 久 子  

豊川市立小中学校を代表する校長  ○稲 垣 考 俊  

豊川市立保育園を代表する園長   加 藤 富美子  

豊川市小中学校ＰＴＡ連絡協議会を代表する者   鈴 木 智 彦  

豊川市子ども会連絡協議会を代表する者   安 達 聡 志  

教育委員会が必要と認める者   手 嶋 須美子  

注 ◎：委員長、○副委員長  
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